
三
菱
電
機
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
（
ス
マ
ー
ト
ス
タ
ー
）

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
通
信
手

段
が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
、
オ
フ
ィ
ス
に

必
要
な
通
信
機
器
が
増
加
し
、
コ
ス
ト
や
場

所
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
三
菱
電

機
の
通
信
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
「
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ

ｔ
ａ
ｒ

ス
マ
ー
ト
ス
タ
ー

」
は
通
信
機

器
を
１
台
に
集
約
し
、
低
コ
ス
ト
化
・
省
ス

ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す
る
。
ま
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
装
で
き
、
顧
客
の
シ
ス
テ
ム
要

求
に
対
応
で
き
る
。
同
社
の
通
信
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
を
中
心
に
、
星

ｓ
ｔ
ａ
ｒ

状
に
さ

ま
ざ
ま
な
機
器
が
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト

ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ

な
通
信
環
境
の
実
現
を
イ
メ
ー

ジ
し
命
名
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

製
作
所
メ
デ
ィ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
グ
ル
ー
プ
　
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

清
水
　
桂
一
氏
　
裏
方
だ
っ
た
通
信
装
置
で

受
賞
で
き
、
誠
に
光
栄
で
あ
る
。
お
客
さ
ま

に
広
く
名
称
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
製
品
が

身
近
に
な
る
こ
と
で
、
開
発
メ
ン
バ
ー
の
責

任
感
、
使
命
感
が
増
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

結
束
が
高
ま
る
も
の
と
思
う
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
堅
苦
し
く
難
し
い
印
象
に

な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
た
。
こ
れ
か
ら
も
製

品
単
独
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
名
称
を
つ
け
て
い
き
た

い
。

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
（
フ
ィ
ノ
ー
バ
）

　
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
の
金
融
業
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

フ
ィ
ノ
ー
バ

」
は

「
金
融

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

を
支
え
る
シ
ス
テ

ム
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

を
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ

た
。
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら
情
報
管
理
・
分

析
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
顧
客
で
あ
る
金
融
業
の

課
題
を
解
決
し
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

　
銀
行
、
証
券
、
保
険
、
リ
ー
ス
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
業
種
別
に
分
か
り
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
て
体
系
化
し
て
い
る
。

　
金
融
事
業
企
画
本
部
　
主
任
技
師
・
麻
生
　
弘

樹
氏
　
大
変
光
栄
な
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
。
受

賞
を
バ
ネ
に
、
さ
ら
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
と
業
務
シ
ス
テ
ム
全
体

を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
運
用
・
保
守
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
驚
き
と
感
動
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
当
社
の
強
み
を

最
大
限
に
生
か
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
拡
大
を
推

進
し
て
い
く
。

ガ
リ
ュ
ー
メ
カ
ス
イ
ン
グ
ミ
ス
ト

　
ガ
リ
ュ
ー

東
京
都
杉
並
区
、
長
谷
川
可
賀

社
長
、
０
３
・
６
７
６
５
・
０
０
９
９

の
製

造
現
場
向
け
噴
霧
部
品
「
メ
カ
ス
イ
ン
グ
ミ
ス

ト
」
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
圧
力
で
細
い
ノ
ズ

ル
が
高
速
で
首
振
り
運
動
し
、
粒
径
５

―

の
霧
状
の
水
を
広
範
囲
に
噴
霧
で
き
る
。

散
布
量
は
毎
分
約
５
０
０

で
、
周
囲
を
ぬ

ら
さ
ず
に
湿
気
だ
け
を
与
え
ら
れ
る
。
同
社
の

エ
ア
噴
射
部
品
「
メ
カ
ス
イ
ン
グ
ノ
ズ
ル

を

応
用
し
て
開
発
し
た
。

　
独
自
機
構
の
ノ
ズ
ル
を
使
い
高
速
の
首
振
り

運
動
で
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
ミ
ス
ト

状
の
細
か
な
水
を
噴
霧
す
る
こ
と
か
ら
、
構
造

を
そ
の
ま
ま
商
品
名
に
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

　
社
長
・
長
谷
川
　
可
賀
氏
　
商
品
特
性
と
商

品
名
が
一
致
す
る
よ
う
に
頭
を
ひ
ね
っ
た
。
商

品
名
を
付
け
る
時
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

単
純
明
快
で
あ
る
こ
と
。
名
前
か
ら
商
品
の

イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
量
産
体
制
の
準
備
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
の
受
賞
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
販
売
促
進
の
大
き
な
き
っ
か
け
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
業
の
加
湿
工

程
向
け
な
ど
に
提
案
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ッ
ク
ス
学
園
菜

　
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ッ
ク
ス

堺
市
北
区
、
西
田
良

和
社
長
、
０
７
２
・
２
４
７
・
７
０
８
１

の

「
学
園
菜
」
は
、
大
阪
府
立
大
学
敷
地
内
に
あ
る

植
物
工
場
で
生
産
し
て
い
る
レ
タ
ス
。
大
阪
府
大

学
の
農
学
・
工
学
の
技
術
を
集
結
し
、
産
学
連
携

で
レ
タ
ス
の
安
定
供
給
と
品
質
向
上
を
目
指
し
製

造
・
販
売
し
て
い
る
。
大
学
の
知
見
を
取
り
入
れ

た
大
学
発
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
広
く
認
識
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
「
学
園
菜
」
と
名

付
け
た
。
拠
点
を
置
く
堺
市
の
レ
タ
ス
生
産
量
は

低
い
。
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
産
地
消

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
・
木
村
　
一
貫
氏
　
四

つ
の
出
資
社
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
案
を
募
り
、
１

０
０
以
上
の
候
補
の
中
か
ら
選
ん
だ
。
カ
タ
カ
ナ

の
案
が
多
か
っ
た
中
、
漢
字
３
文
字
の
「
学
園

菜
」
は
覚
え
や
す
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

「
学
園
菜
」
は
食
感
を
重
視
し
て
い
る
。
従
来
苦

い
品
種
の
糖
度
を
上
げ
、
子
供
で
も
食
べ
や
す
い

味
に
改
良
し
た
。
植
物
工
場
で
作
っ
た
大
学
発
ブ

ラ
ン
ド
レ
タ
ス
と
し
て
、
多
く
の
人
に
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

パ
イ
オ
ニ
ア
風
力
機
背
吸
の
塵
　
（
は
い
す
い
の
じ
ん
）

　
パ
イ
オ
ニ
ア
風
力
機

名
古
屋
市
緑
区
、

戸
次
貴
裕
社
長
、
０
５
２
・
８
９
２
・
６
８

５
５

の
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
「
背
吸
の
塵

は

い
す
い
の
じ
ん

」
は
、
背
中
に
付
着
し
た

ホ
コ
リ
や
異
物
を
直
接
吸
い
取
る
装
置
。
体

を
押
し
当
て
た
状
態
で
吸
引
す
る
た
め
ホ
コ

リ
が
残
り
や
す
い
箇
所
の
異
物
取
り
残
し
を

防
げ
る
。
さ
ら
に
天
井
と
正
面
の
吹
き
出
し

か
ら
高
速
エ
ア
を
噴
射
し
、
体
全
体
に
付
い

た
異
物
も
併
せ
て
吸
い
取
る
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
は
、
世
間
で
広
く
知
ら

れ
る
「
背
水
の
陣
」
を
も
じ
っ
た
。
「
ぱ
っ

と
聞
い
て
わ
か
り
や
す
い
」
と
社
内
で
公
募

し
た
約

件
の
案
か
ら
選
ん
だ
。

　
会
長
・
戸
次
　
英
之
氏
　
現
在

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
事
も
す

ぐ
に
検
索
で
き
る
時
代
で
、
中
小

企
業
で
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
重
要
性

は
高
ま
っ
て
い
る
。
名
前
を
見
聞

き
し
て
製
品
が
想
像
で
き
る
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
わ
か

り
や
す
く
、
製
品
の
特
徴
を
表
現

す
る
名
称
と
し
て
「
背
吸
の
塵
」
を
選
ん

だ
。
当
社
は
工
場
向
け
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
な
ど

業
務
用
製
品
を
扱
う
企
業
。
今
回
、
一
般
の

方
も
含
め
て
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
の
は
う

れ
し
い
限
り
。

第
一
生
命
保
険
ブ
ラ
イ
ト
Ｗ
ａ
ｙ

　
第
一
生
命
保
険
の
生
命
保
険
「
ブ
ラ
イ
ト
Ｗ
ａ

ｙ
」
は
終
身
保
険
を
主
契
約
に
、
が
ん
や
脳
卒
中
と

い
っ
た
三
大
疾
病
な
ど
の
生
存
リ
ス
ク
に
備
え
る

「
ア
シ
ス
ト
セ
ブ
ン
」
を
特
約
と
し
て
付
加
で
き
る

総
合
保
障
型
商
品
。
商
品
名
に
は
保
障
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
自
分
や
家
族
の
明
る
い
未
来
へ
の
備
え
、

道
し
る
べ
を
示
す
思
い
が
表
れ
て
い
る
。
医
療
技
術

の
進
歩
な
ど
で
長
寿
命
が
進
み
、
生
存
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
死
亡
保
障
だ
け

で
な
く
、
三
大
疾
病
、
要
介
護
、
身
体
障
害
状
態
な

ど
七
つ
の
リ
ス
ク
を
総
合
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
。

　
商
品
事
業
部
部
長
・
渋
谷
　
孝
人
氏
　
「
ブ
ラ
イ

ト
Ｗ
ａ
ｙ
」
は
幅
広
い
年
齢
層
の
多
様
な
リ
ス
ク
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
総
合
保
障
型
保
険
。
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
は
「
明
る
い
道
、
輝
か
し
い
道
」
「
自
分
自

身
、
そ
し
て
家
族
と
い
っ
た
や
大
切
な
も
の

人

の
輝
か
し
い
未
来
に
備
え
、
そ
の
道
し
る
べ
と
な

る
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
。

　
目
に
見
え
な
い
保
険
だ
か
ら
こ
そ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
通
じ
て
コ
ン
セ
プ
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞

ユ
ー
モ
ア
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞

ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞２０１４年第２５回読者が選ぶネーミング大賞
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